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日
本
ゴ
ル
フ
界
の
旗
手
と
し
て
活

躍
し
た
功
繊
を
た
た
え
、
ｎ
月
３
日
、

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
林
由
郎
さ
ん

（
岡
発
戸
在
住
）
に
我
孫
子
市
民
文

化
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
章
が
贈
ら
れ
ま
し

林
由
郎
さ
ん
に
市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
一
昂

１
１
１
１

０
４
４

青
木
功
ブ

あなたもわたしも共に輝いて
11月SOB(±）生涯学習センター「アビスタ」

多
く
の
名
選
手
を
育
て
ま
し
た
。

授
与
式
は
、
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
で
開
催
さ
れ
た
日
本
シ
ニ
ア
オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
最
終
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
福
嶋
浩
彦
市
長
か

市
は
平
成
幅
年
６
月
配
日
、
男
女
共
同
参
画
都
市
を
宣
言
し
、

女
性
も
男
性
も
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
、
男
・

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向

け
て
国
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
、
内
閣
府
、
我
孫
子
市
は
共

催
で
「
あ
び
こ
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２
」
を
実
施
し

ま
す
。
フ
エ
ス
タ
の
企
画
運
営
は
、
市
民
公
募
に
よ
る
委
員
会
と

市
が
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
女
性
も
男
性
も
共
に
考
え
謡
楽

し
み
、
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う
。

口
ら
名
選
手
を
育
成

た
（
写
墓
。
ら
栄
誉
章
を
受
け
た
林
ざ
ん
は

林
さ
ん
は
１
９
２
２
年
「
今
の
私
が
あ
る
の
は
我
孫
子
ゴ

（
大
正
ｎ
年
）
、
本
市
に
生
ル
フ
倶
楽
部
の
お
か
げ
で
す
。
現

ま
れ
、
戦
後
最
初
の
日
本
オ
在
釦
歳
で
す
が
、
１
０
０
歳
ま
で

－
プ
ン
に
優
勝
す
る
な
ど
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
あ
い
き
つ
・

数
々
の
大
会
で
活
躍
。
そ
の
市
内
出
身
の
青
木
プ
ロ
、
海
老
原

後
は
後
進
を
指
導
し
、
青
木
清
治
プ
ロ
を
は
じ
め
出
席
者
か
ら

功
プ
ロ
、
尾
崎
将
司
プ
ロ
ら
拍
手
で
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

名
選
手
を
育
て
ま
し
た
。
市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
章
の

式
は
、
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
受
章
は
、
青
木
功
さ
ん
、
シ
ド
ニ

催
さ
れ
た
日
本
シ
ー
デ
オ
ー
－
五
輪
女
子
柔
道
垂
睡
級
銀
メ
ダ

ル
フ
選
手
権
大
会
最
終
日
に
リ
ス
ト
の
楢
崎
教
子
さ
ん
に
次
い

ま
し
た
。
福
嶋
浩
彦
市
長
か
で
３
人
目
と
な
り
ま
す
。

ﾛ

△

ユ
ヱ

タグ沙
凸

夕 ●JP〃

日
時
ｎ
月
訓
旦
土
）
午
前
、
時

場
所
ア
ビ
ス
タ
（
入
場
無
料
）

内
容
表
参
照

定
員
第
１
部
・
第
２
部
…
各
先
着

１
５
０
人
、
第
３
部
Ｃ
Ａ
Ｐ
子
ど
も

へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
保
護
者

向
け
講
座
…
先
潜
釦
人
、
親
子
で
パ

ン
づ
く
り
…
先
着
８
組

参
加
費
Ｃ
Ａ
Ｐ
講
座
。
：
９
０
０
円

パ
ン
づ
く
り
・
・
・
１
組
５
０
０
円
（
他

は
無
料
）

申
し
込
み
。
固
＊
第
１
部
・
第
２

部
…
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

記念講演｢文化の創造女と男」

講師…若桑みどりさん

蕊 ……雪’
第2卿

ll1'村学園女子大学教授

千葉大学名誉教授。

研究は､イタリア16世

紀美術史美術表現の

ジェンダー研究

*映像で見る学校の変化＊我孫子第三小学校4年生の皆さんによる教室の再現(劇）
*男女平等意識をはぐくむ学校・地域。家庭の役割

’第S郡嗣郭珊棲誰輩愚溌霞｡辰暴《■催騨l蝿》

CAP子どもへ螺力防止
ﾛグﾗﾑ{吊溌向け講座

14:15~16:45,．'ﾎーﾙ

中・高校生が暴力やいじめ
から自分を守る人権教育プロ
グラム(CAP)を、保護者対
象に実施します。

〈あびこ子ども劇場〉

性教育にチャレンジ1
-6棚を艫と肱徽冑難0湖-
14:30~16:00．．，第2学習室
幼稚園教諭をめざす学生が、

性教育プログラム作成に挑戦。
ゼミでの研究成果を紹介しま
す。

〈Ⅱ|村学園女子大学･内海崎ゼﾐ〉

ジｪﾝダー いろ'撒留多の展示
~心の中の割りに気づきましょう～

9100-17130''”ﾄﾗﾝｽ厨ｺーﾅー
日常生活や慣習で培われた

性差別の意識。このカルタは、

その意識に素朴な疑問を投げ
かけます。

ｱﾔﾒと歌声でまちづくり夫婦で考えよう定年御人生
14:15-15:45"･ﾐﾆﾎーﾙ14:15~15:45…第1轄皇
我孫子市商店会のおかみさ定年後の「生きがいづくり」

んたちを中心に「我孫子おかを夫婦間の新しい課題として
みさん会」が発足。アヤメの考え「自分流の生き方発見」
里親や歌声の活動を紹介しまをしませんか。
す。〈我孫子男の井戸端サロン〉

暴力繍磯蝋羅縛澱麓鮒，
-ｱﾒﾘ加DV事情棚る~2002頁男性学｡女性学を中心とし
14:15~15;45’"男3学習室た講座を、文学や絵でわかり
アメリカのDV関連機関。やすく紹介します。

施設を見学。この研修ツアー〈中央学院大学法学部学生有志〉

のビデｵを上映し､報告しま生き生き農業本音でﾄーｸす。

<Gプランニング>14:15~15:45,,!10Z

親子でﾝつくり((鵬胴&)の鶴幕謝蕊議
14:15~16:30’･･細皇 いながら、農業に携わる女性
小学校4～6年のお子さんたちと語り合います。

溌野誕蕊鰯我孫子の野菜直売
おいしいパンの作り方を伝授12:00~…ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎー ﾙ
します。（雨天時は工作室）

〈男のパンエ房〉〈市農政課〉

メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
麺

話
番
号
、
参
加
を
希
望
す
る
部
、
託

児
（
２
０
０
巴
を
希
望
す
る
場
合

は
お
子
ざ
ん
の
人
数
を
明
記
し
、
〒

２
７
０
１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）

市
役
所
男
女
共
同
参
画
担
当
・
内
線

２
９
３
Ｅ
メ
ー
ル
。
煙
二
ご
ｏ
◎
旦
逗
．

号
宍
○
・
．
宣
言
・
弓
へ
（
砺
話
も
可
）

＊
第
３
部
Ｃ
Ａ
Ｐ
講
座
・
・
電
話
で

あ
び
こ
子
ど
も
劇
場
壷
７
１
８
８
１

９
０
７
８
へ
パ
ン
づ
く
り
…
電
話

で
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
５

１
５
２
３
３
へ

市
で
は
、
上
級
聯
の
応
募
資
格
を

男
女
と
も
詣
歳
ま
で
に
引
き
上
げ
、

民
間
企
業
経
験
者
を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
は
、

弱
歳
か
ら
妬
歳
ま
で
で
民
間
企
業
等

市
役
所
内
の
男
女
間
の
格
差
是
正
へ

女
性
職
員
の
採
用
を
実
施

の
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
女
性
を
対

象
と
し
た
職
員
採
用
を
、
通
常
の
採

用
と
は
別
に
行
い
ま
し
た
。

市
は
昭
和
釦
年
か
ら
加
年
余
り
の

間
、
事
務
職
員
の
採
用
を
男
性
の
み

、

我孫子市長選挙立候補予定者

説明会を開催し:す
任期満了に伴う我孫子市長選挙は､来年1

月12日(日)に告示、1月19日(日)州票日で

す。この選挙の立候補予定者説明会を開催し
ますので､関係者は必ず出席してください。
なお､明るい選挙推進協議会では､ルール

を守りきれいな選挙を行うため､説明会で立
候補予定者に宣言文の提出を要請します。

<あびこ女性会議〉

と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市

役
所
の
弛
代
半
ば
か
ら
和
代
半
ば
ま

で
の
事
務
職
員
の
男
女
構
成
は
、
男

性
約
１
６
０
人
に
対
し
女
性
は
加
入

程
度
と
、
女
性
職
員
が
極
端
に
少
な

い
状
態
で
す
。
こ
の
格
差
を
少
し
で

も
解
消
す
る
と
と
も
に
、
結
婚
や
子

育
て
な
ど
で
民
間
企
業
等
を
退
職
し

た
人
が
、
自
分
の
能
力
や
経
験
を
生

か
し
て
本
格
的
に
仕
事
に
復
帰
で
き

る
道
を
開
く
た
め
に
、
女
性
の
採
用

を
行
っ
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
筐
で
は
、

過
去
の
女
性
に
対
す
る
差
別
的
な
取

り
扱
い
が
原
因
で
生
じ
た
、
男
性
と

の
格
差
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
を

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と

し
て
認
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
採
用

も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

２
人
採
用
に
対
し
て
６
５
２
人
が

受
験
。
事
務
適
性
試
験
・
論
文
二

次
）
、
面
接
三
次
）
な
ど
を
行
い
、

合
格
者
を
内
定
し
ま
し
た
。
氏
名
は

来
年
４
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
論
文
は
、
テ
ー
マ
や
採
点

の
ポ
イ
ン
ト
を
市
で
決
定
し
た
上
で
、

採
点
を
専
門
の
民
間
会
社
に
委
託
。

さ
ら
に
上
位
者
の
論
文
を
市
の
試
験

委
員
会
（
委
員
長
・
助
建
で
審
査
、

面
接
で
も
重
要
な
資
料
と
し
ま
し
た
。

市
は
、
女
性
採
用
を
今
後
２
年
程

度
行
っ
予
定
で
す
。

画
総
務
課
・
内
線
２
８
１

〃

－

人 烏 〈 らしをつつむ緑豊かなまち

国の定める手賀沼C
永寶－環境墓_皇

県湖沼水質保全計画
る年平均目標COD値

葉
一

千
によ

平成13年10月､月平均COD値
採水場所：手賀沼公園沖

平成14年10月､月平均COD値
採水場所：手賀沼公園沖

5mg/0肝
一

12mg/01
－

6.5mg/0
－

11mg/0

開 耐剛|罷憲罰卿o ' 誌 1 1 《 峰 卿 ｣ ｡ 輔 鋤岨蝿南陽､厩ﾖI綱
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9職員手当の状況

｜区分｜
|”｜配偶者’

1

1
(平成14年4月旧現在）

我孫子市’
16,000円しま宮竃

=

品｜
ー

画 L 蝋 国
-

16,000円
扶
養
手
当

■

2 人 目 ま で1人6,000円
3 人 目 か ら1人3,000円
16歳～22歳の子1人5,000円加算

配偶者なしの場合1人11,000円
母・父子家庭の場合1人16,000円

2人目まで1人6，000円
3人目から1人3,000円
16歳～22歳の子1人5,000円加算
配偶者なしの場合1人11,000円

配偶者以外
の扶養親族我孫子市職員の給与の実態と定員管理の状況について、次のとおり公表します。

市職員の給与は、「地方公務員法」により、生計費や国。他の地方公共団体の給与､民

間企業の従事者の給与、その他の事情を考慮して定めるものとされています。そして、国

家公務員給与の人事院勧告などを考慮して、議会の議決を経て定められた「我孫子市一般

職の職員の給与に関する条例」や「我孫子市常勤の特別職の職員の給与等に関する条例｣、
その他の給与条例。規則によって支給されています。

間総務課給与に関すること…内線209､定員管理に関すること"･内線282

家賃11,000円を超える場合家賃に
応じて28,000円を限度に支給

家賃12,000円を超える場合家賃に
応じて27,000円を限度に支給

住
竺
澤
Ｅ
一
一
眉
０
－
ゞ
夢
６
一
｜
勝
星
壷
一
菖
貰
豊
雇
項
一
・
ず

住
居
手
当
一
通
勤
手
当
一
期
末
↓
勤
勉
手
当
一
退
職
手

借家の場合

住居所有者で、かつ主たる
生計維持者
上記以外の者

1,000円
(新築取得後5年間2,500円）自宅居住者 9,200円

4,500円

定期代（1カ月）45,000円までは全
額支給。それを超える部分は半額を
加算（5,000円を限度）

定期代（1カ月)45,000円までは全
額支給。それを超える部分は半額を
加算(5,000円を限度）

電車・バス
の利用者

調雷篝
使用距離に応じ4,600円～23,900円を
支給

使用距離に応じ2,000円～20,900円を
支給1人件費の状況（普通会計決算）

（平成14年度支給割合）

(期末手当）（勤勉手当）
1．45 月分0.60月分

1．55月分0．55月分

0．55月分
3．55月分1．15月分

（平成14年度支給割合）
(期末手当）（勤勉手当）
1．45月分0.60月分

1．55月分0．55月分
0．55月分
3．55月分1．15月分

住民基本
台帳人口

人件費率
(B/A)

人件費
(B)

平成12年度
の人件費率

歳出額
(A)

(支給期）
6月期
12月期
3月期

計

実質収支区分

平成

13年度

千円

1,220,084

千円

9,730,029

(平成14.3‘31現在）

129,039人

千円

31,140,465 31.2％ 33.1％
鮒上0雛､輪0
割によ抑雛置

有 有(注)1.人件費には､一般職員の給与､特別職の給料･報酬|､共済組合負担金等が含まれています。
2.実質収支とは､歳入総額一(歳出総額+翌年度へ繰り越すべき財源)をいいます。 ｊ

年
年
年
額

ｊ
分
分
分
分

暗
月
月
月
月

者
０
５
０
０

己
ｐ
了
ｓ
ｐ

喧
副
記
々
印

７
分
分
分
分

階
月
月
月
月

者
０
５
０
０

己
ｐ
〃
ら
ｐ

偵
郵
配
幻
印

ｊ
分
分
分
分

年
月
月
月
月

定
５
０
０
０

．
７
５
０
０

奨
串
窄
諏
諏

勧
２
４
６
６

く支
続
続
続
高

く
勤
勤
勤
最

給 率
20
25
35

限 度

零
分
分
分
分

定
弔
弱
明
媚

・
６
５
７
７

奨
４
４
２
２

勧
３
４
６
６

－

(普通会計当初予算）

給与費

職員手当|鮴‘鋤手当

2一般職員給与費の状況

|厘分|職局数|ゞ”区 分 職員数

仏）

1人当たり給
与費(B/A)

その
加算鱈 定年時早期退職特別措置

（2％～20％の加算）
定年時早期退職特別措置

（2％～20％の加算）
の
置計(B)

'’70人’
千円

4,322,581

千円

1,175,329

千円

2,034,930

千円

7,532,840

千円

7,766 当|鱸騨て,好鷆制柵鵠棚倉峨撒順僻朧州ぃ輔。
勧奨退職者2号給’1号俸平成

14年度
970人

(注）職員手当には、退職手当を含みません。

3職員の平均給料月額。平均給与月額および平均年齢の状況

区分|蝿驫,墨鶴覺畿驫齢|辮柵呼聯鵬,糊齢，
技能労務職

隙"377,533Fil493,788糊"雛'377,533円'493,788円|42s歳|339,461円|406,624円|"2歳｜
職,罵雛I|329,470門|-|402歳|290,508円|-|4a7歳’

調 ｜支 給対 象職員数
整｜支給率
菫|国の制度(支給率）

|震'鶏鱒鯆蝋甕
霊手当の種類(手当数)
蕊代表的な支給額の多い手当
一当手当の名称多くの職員に支給されている手当

蕾平成'2年度支給総額

|灘臺慶;:鴬躍

1,014人

10％

14.0％

68,014円

6種類

環境現場作業手当

調
整
手
当

区分

44.2歳我孫子市
(平成14i4.1")377,533円 493,788円 42.8歳 339,461円 406,624円

特
殊
勤
務
手
当

（
平
成
ね
年
度
決
算
）

国
(平崩13‘4.1雛） 329,470円 40.2歳 290,508円 48.7歳

(注)1.一般行政職等には、福祉職等の専門職員も含まれています。
2.給与月額とは、給料月額にその職員に支給される職員手当の額を加えたものです。 代表的な

手当の名称
4職員の初任給の状況（平成14年4月旧現在）

時
間
外
勤
務
手
当

円
円
円
円

千
千
千
千

８
７
４
１

１
３
１
６

β
２
２
２

４
８
４
６
２
２

平成12年度
（決算）

■

’ 我 孫子市国

分｜初任給｜溌鎮鶴|初任給｜
|大学卒|↑88,900円'203,800円潟洲8目
|高校卒’151,800円’163,800円141,900円’

’
区分 採用2年経過

後の給料月額 溺繍鶴初任給 初任給 平成13年度
（決算）I種189,000円

I種174,400円
203,800円
188,900円

188,900円 203,800円
一般行政職 (注）1．水道事業会計の職員を除く一段職の職員を対象としています。

2．期末,勤勉手当の支給割合は､平成14年度の人事院勧告に伴う引き下げ措置を含んでいません。151,800円

5職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況(平成14年4月旧現在）

区分｜経験年数10年｜経験年数15年｜経験年数20年

-脳柵妻憲|郷::胃｜澱:胄柵:：
|技能労務職|高校卒’219,800円’261,300円301,600円
(注）経験年数とは、学校卒業後直ちに我孫子市に採用され、引き続き勤務してい

10職員定員の状況

(1)部門別職員数の状況（各年とも4月1日現在）

藝蕩’
分

門

区
一
部

職員数｜

平成13年|平成14年’
一般行政職

主な増減理由
生

10
155
52

219
95
14

,0:|

窪
農林水産｜

菫耒’

10
154
52

218
95
14
5

107

０
１
０
１
０
０
０
１

一
一
十

公社派遣職員引き上げ等による減

欠員不補充による減

一
般
行
政
部
門

’
る場合には採用後の年数をいい、採用前に民間歴等のある場合には、その期
間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。

－

6一般行政職の級別職員数の状況（平成14年4月旧現在）
’ 区

鮮耽職驫容'撰巽'蕊蕊蕊熟蕊擢'計
職員数7人23人77人65人209人55人39人27人502人

構成比1｡4%4.6%15.3%12.9%41｡6%11｡0%7.8%5｡4%100%

参'1年前の構成比1．8％4．9％16.2％13.2％41.6％9.7％7.9％4.7％100％
考'5年前の構成比2｡4%123%14.7%18.3%325%8｡8%|6.2%4｡8%|TM
(注)1.標準的な職務内容とは､それぞれの級に譜する代表的な職名です。

業 務 墨 増 に 伴 う 増 員

小計’6561655~｢二~1
教
消

’174
143蕊

育
防

事務の統廃合および民間委託による減
消防体制の強化による増

９
３

一
十

165

146

|門'』|小計’317311－6
普通会計の計’973966－7

騨 潔撰難撫
|合計1,0611,049-12
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、

道
道
他

35

20
33

35
19

29

０
１
４

’

事務の統廃合、縮小による減
事務の統廃合、縮小による減

’
一

2.職員数は､獅子市一繩の職員の給与に関する条例に基づく給料表の純分によるものです。
ロ■■■■

7昇給期間短縮の状況

代表的な職種
区分｜合計 派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いたものです。

(2)定員管理適正化計画
市では、定員の適正化を図るため、第二次定員管理適正化計画を定めています。
計画では、平成14年度から18年度までの5年間に、一般行政・特別行政・公営企

業各部門を合わせた市の全職員を対象として、13年度当初比で5.4％にあたる57人
を削減します。なお、各年度の目標数値は、下表のとおりですが、計画期間中も状
況の変化に応じ適宜見直しを行い、削減率の拡大に努めることとします。

一般行政職|技能労務職
職 員数（A） 1,061人’507人’156人

|濯年鬘塵翻蟇弼 8人’ 4 人 ’ 1 人

｜比率（B／A）’0.8％’0.8％’0.6％
(注）職員数(A)は、13年度の採用職員を加えたものです。

8特別職の報酬等の状況（平成14年4月旧現在） 両軍~’15年’16年’17年’18年｜減合計僻
一
鍛
一
秘
一
布
一
椛
魎

弓
》
剛
鷆

二
丁
委

棚
淵
縮

‐
「

給料の月額 報酬の月額｜期末一手当区分 区分(職12劇月旧鯛） (輔1鮮4月旧瑚)｜（平成14年度支給割合）
1,0041,022 1,0141,049 1,034

蒸 饒欝：
6月期
12月期
3月期
計

分
分

月
月

５
０

０
Ｊ

２
２

分
分

月
月

５
０

５
７
■
■

０
４ －121－151－121－81－101－57

－＝

特例一時金

(平成13年度決算）

支 給総額

職員1人当たり支給年額
3,801千円

3,756円
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家
庭
で
の
ご
み
の
減
量
と
資
源
化

を
進
め
る
た
め
、
市
で
は
機
械
式
生

三
処
讓
と
綴
化
薫
患
入

を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
は
、

対
象
外
の
機
種
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
市
内
に
在
住
し
て
い
る
方

補
助
額
◎
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

：
・
本
体
価
格
の
２
分
の
１
で
、
１
０

０
円
未
満
切
り
捨
て
。
１
台
３
万
円

を
限
度
と
し
、
１
世
帯
１
台
（
過
去

５
年
以
内
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
方
は
対
象
外
）
◎
コ
ン
ポ
ス
ト
・

ボ
カ
シ
容
器
…
本
体
価
格
の
３
分
の

２
で
、
、
円
未
満
切
り
捨
て
。
１
容

器
３
０
０
０
円
を
限
度
と
し
、
１
世

高
齢
者
岳
歳
以
上
）
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
来
年
１
月

五
日
ま
で
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世

機
械
式
生
ご
み
処
理
機
。
コ
ン
ボ
ス
ト
な
ど
の
購
入
に
補
助
金

⑳
③
⑬
⑬
④
⑳
⑬

高齢者のｲﾝﾌﾙｴﾝザ予防接種

零法によらない任意接種の

自己負担を助成金で軽減

’
ル

，

帯
は
無
料
。
た
だ
し
「
休
日
・
夜
間

等
医
療
受
給
証
」
の
提
示
が
必
要
）

の
自
己
負
担
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
保
険
証
な
ど
住
所
生
年
月

日
が
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
）
。

し
か
し
、
疾
病
等
に
よ
り
本
人
の

接
種
希
望
の
意
思
確
認
が
難
し
い
場

合
は
、
法
に
よ
ら
な
い
任
意
接
種
と

な
り
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
意
思
確
認
の
で

き
な
い
高
齢
者
が
家
族
な
ど
の
責
任

で
、
こ
の
任
意
接
種
を
受
け
た
場
合

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
次
の
①
②
に
該
当
す
る
市
内

に
住
所
を
有
す
る
方
を
扶
養
ま
た
は

介
護
し
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
保
健

福
祉
施
設
等
の
関
係
者
を
除
く
）
で

①
②
の
方
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
識
用
（
予
防
接
種
料
と
接
種

見
合
わ
せ
時
の
予
診
料
）
を
負
担
し

た
方

①
壷
歳
以
上
孟
歳
の
誕
生
日
当
日

帯
２
容
器
ま
で

※
本
体
価
格
は
消
費
税
を
除
い
た
額

申
請
手
続
き

＊
指
定
墾
禮
〒
表
参
題
で
購

入
す
る
場
合
：
．
印
鑑
を
持
参
し
、
各

販
売
店
で
申
請

＊
指
定
墾
茜
以
外
で
職
入
す
る
場

合
：
次
の
①
か
ら
⑨
筵
持
参
し
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
申
請

①
見
読
替
②
カ
タ
ロ
グ
ま
た
は
取

扱
説
明
書
曾
碧
・
数
通
・
本
体

価
格
が
明
記
さ
れ
た
領
収
書
④
保

証
書
⑤
印
鑑
⑥
補
助
金
の
振
込

先
の
口
座
番
号
な
ど
が
わ
か
る
も
の

※
補
助
金
は
口
座
振
込
に
な
り
ま
す
。

画
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
霊
７
１
８

７
１
０
０
１
５

か
ら
有
効
）
で
、
予
防
接
種
希
望
の

意
思
確
認
が
で
き
な
い
方

②
釦
歳
以
上
函
歳
未
満
で
心
臓
、
じ

ん
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
に
よ

り
日
常
の
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
方
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
重
度
の
免
疫
の
機
能
障

害
を
有
す
る
方
で
、
予
防
接
種
希
望

の
意
思
確
認
が
で
き
な
い
方

助
成
額
予
防
接
種
に
要
し
た
費
用

か
ら
５
０
０
円
を
控
除
し
た
額
。
た

だ
し
４
３
４
０
円
を
限
度
に
１
回
。

ま
た
、
予
診
の
み
の
場
合
は
１
回

あ
た
り
２
８
３
５
円
を
限
度
に
助
成
。

対
象
期
間
平
成
卿
年
、
月
１
日
か

ら
喧
年
１
月
幻
日

申
請
方
法
申
請
書
お
よ
び
病
院
の

「
接
種
済
証
明
書
及
び
予
診
料
証
明

書
」
（
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
に

用
意
）
を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提
出

申
請
期
限
平
成
巧
年
２
月
率
日

固
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７

１
１
１
３
１

▼機械式生ごみ処理機。堆肥化容器指定販売店
取扱商品所在地電話番号

寿1-14-187182-3121

古戸171-27188-2511

布佐11327189-3151

緑1-4-27182-0014

湖北台8-10-87169-8955

新々 田77-57189-5794

本町3-8-127182-2375

本町3-1-147183-7747

東我孫子2-33-227182-7552

我孫子388-17183-3751

若松147-37185-8945

新木255017188-4444
高野山346-517184-8222
布僻和台1扣10417189-4188

販 売 店 名

東葛ふたば我孫子支店
農業協同湖北支店

組合布佐支店

(有)扇屋商店

自然食品の店よれかわ

小規模作業所おおばん

(有)染丼金物店

㈲あびこイーェム･ショップ

アニュー東我孫子

アニュー我孫子

エコートレイド(有）

|㈲ダｽｷﾝｾーﾌﾃｨｻーピｽ
|(有)渡辺電機
|斉藤電器

東葛ふたば

農業協同
組合

コンポスト
●

ボカシ容器

凸

ボカシ容器

市
内
に
は
２
０
０
カ
所
以
上
の
遺

跡
が
あ
り
、
多
く
の
土
器
や
石
器
な

ど
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
考

古
展
示
室
（
市
民
会
館
２
階
）
に
は
、

そ
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
新
た
な
遺
物
を
追
加
し
て

考
古
展
示
室
が
展
示
替
え

土
器
に
さ
わ
れ
る
コ
ー
ナ
ー
も

機械式生ごみ

処 理機
’ １

１’

展
示
替
え
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
）
。

追
加
し
た
遺
物
は
、
我
孫
子
駅
北

口
付
近
で
出
土
し
た
市
内
で
最
も
古

い
旧
石
器
（
約
３
万
年
前
）
、
下
ケ

戸
貝
塚
の
縄
文
時
代
後
期
の
土
器
や

装
飾
品
（
約
５
０
０
０
年
前
）
、
我

孫
子
中
学
校
敷
地
内
か
ら
出
土
し
た

古
墳
時
代
前
期
の
土
器
（
４
世
紀
ご

ろ
）
な
ど
で
す
。

ま
た
、
縄
文
土
器
や
奈
良
・
平
安

時
代
の
土
器
片
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す
。

場
所
考
古
展
示
室
（
市
民
会
館
２

階
）
〈
入
場
無
料
〉

展
示
時
間
王
別
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（
月
曜
日
は
休
館
）

圖
教
育
委
員
会
文
化
課
云
７
１
８

５
１
１
１
５
１

前
号
２
面
の
「
ご
み
出
し
支
援
ふ

れ
あ
い
収
集
」
の
記
事
の
中
で
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
が
間

違
っ
て
い
ま
し
た
。

正
し
い
電
話
番
号
は
壷
７
１
８
１

１
５
３
７
４
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お

わ
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

日
時
ｎ
月
空
日
（
月
）
午
前
９
時
犯

分
か
ら
ｎ
時
輻
分
、
午
後
１
時
か
ら

３
時
釦
分

場
所
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

画
生
活
支
援
課
・
内
線
３
７
７

献
血
に

ご
協
力
を

お
わ
び
と
訂
正 ｡

〆 － 、 、

露
ぴ
こ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
．

じ
ん
い
ち

博
物
館
」
（
玉
造
仁
一
理
事
長
）

が
、
去
る
、
月
７
日
に
市
内
で
７

番
目
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
千
葉

県
か
ら
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

同
館
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
小
・
中
・
高
校
生
か

ら
中
高
年
の
方
ま
で
、
い
ろ
ん
な

ｈ
″
吟
い
う

「
我
孫
子
乗
馬
会
」
（
池
本
滝

た
る
・
う

太
郎
理
事
長
）
が
、
去
る
、
月
７

日
に
市
内
で
６
番
目
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
し
て
千
葉
県
か
ら
認
証
き
れ

ま
し
た
。

同
会
は
、
乗
馬
を
通
し
て
、
大

人
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者

が
時
間
と
場
所
を
共
有
し
、
と
も

11 頑張ってますNP｡

あびこ‘ｲﾝﾀーﾈｯﾄ‘博物館 我孫子乗馬会
新しいコミュニケーションツールによる

つな

人と人との鑿がりを求めて

乗馬を通して子どもから高齢者まで

心の豊かさと健康な身体づくりを求めて

つ
り
；

世
代
が
一
緒
に
、
新
し
い
文
化
を
創

り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
収
集
し
た
映
像
資
料
を
、

市
民
が
だ
れ
で
も
自
由
に
、
簡
単
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
電
子
映
像
と
し

て
記
録
・
保
存
（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
）
す
る
こ
と
が
主
な
活
動
で
す
。

（
写
真
は
ビ
デ
オ
学
習
会
）

ま
た
、
手
賀
沼
湖
畔
に
ホ
タ
ル
を

復
活
さ
せ
る
た
め
、
「
ホ
タ
ル
プ
ロ

に
運
動
し
《
学
び
交
流
し
て
い
く
こ

な
か
ま

と
を
目
的
と
し
て
、
仲
馬
倶
楽
部

（
江
蔵
地
１
０
２
７
の
６
）
の
協
力

に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
「
初
心
者
の
た
め

の
乗
馬
教
室
」
（
写
真
）
「
障
害
者

乗
馬
の
ヘ
ル
パ
ー
講
習
会
」
で
す
。

「
初
心
者
の
た
め
の
乗
馬
教
室
」

は
、
単
に
馬
に
乗
る
だ
け
で
は
な
く
、

き
ゅ
う

馬
に
憧
れ
る
た
め
に
馬
の
世
話
や
厩

！
Ｉ

ジ
ェ
ク
ト
３
ヵ
年
計
画
を
実
施

中
で
す
。

同
館
の
前
身
で
あ
る
我
孫
子
ビ

デ
オ
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
哩
年
か
ら

１
年
間
、
政
府
主
催
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
博
覧
会
に
、
市
と
共
同
参

画
し
、
社
会
貢
献
度
第
一
位
に
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
情
報
と
地
域
文
化
を
結

び
つ
け
な
が
ら
、
市
民
レ
ベ
ル
の

遥
重
な
財
産
を
若
い
世
代
に
伝
え

て
い
き
た
墜
と
玉
造
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

な
お
、
同
館
で
は
廻
月
８
日

（
且
午
後
１
時
犯
分
か
ら
市
民
会

館
で
会
員
募
集
の
説
明
会
と
交

流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

画
あ
び
こ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
博
物
館
念
７
１
６
９
１
２
８

４
７
（
同
会
の
活
動
は
、
言
二

三
三
三
・
画
宣
言
‐
ヨ
房
９
日
・
８
ヨ
で
）

１
１

１
】
や舎

で
の
作
業
も
行
い
ま
す
。
「
障

害
者
乗
馬
の
ヘ
ル
パ
ー
誹
習
会
」

は
、
ヘ
ル
パ
ー
と
な
る
方
へ
の

乗
馬
、
馬
の
世
話
や
馬
に
慣
れ
る

た
め
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

障
害
者
を
乗
馬
さ
せ
る
た
め
に
は
、

最
低
３
人
の
ヘ
ル
パ
ー
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
野
外
で
の
ホ
ー
ス
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
な
ど
も
行
い
ま
す
。

「
馬
は
と
て
も
賢
い
動
物
で
、

や
さ
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
。
馬
と
の

ふ
れ
あ
い
は
、
障
害
者
や
子
ど
も

た
ち
・
悌
癖
葬
育
に
良
堕
と
池

本
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

同
会
で
は
、
ｎ
月
型
且
日
）
午

後
１
時
犯
分
か
ら
仲
馬
倶
楽
部
で
、

ス
タ
ッ
フ
と
会
員
募
集
の
説
明
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

固
我
孫
子
乗
馬
会
（
仲
馬
倶
楽

部
内
）
壷
７
１
８
８
１
２
８
６
４|エ

L一一
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午
前
中
は
徒
歩
や
船
、
バ
ス
を
利

用
し
て
、
午
後
は
基
調
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
〃
我
孫
子

の
ま
ち
な
み
〃
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼12月2日の配布場所・時間

場 所 時 間

市役所C会議室8:30

（市民会館隣り） 19300

根戸近隣センター

久寺家近隣センター

つく畷コミュニティーホール

アビスタ

天王台北近隣ｾﾝﾀー9iOO
湖北台市民センター17:00

湖北地区公民館前駐車場

新木近隣センター

布佐南近隣センター

布佐市民センター本館
※時間内でも部数がなくなり次
第終了となります。

E2003年版三

手賀沼カレンダー

12月7日

､アビスタで

「
ｌ
１
１
１
Ｊ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
１
１

午前の部『ワークシヨツプ」

①あびこウオーキング（まちの変貌と景観を

探る小さな旅)…9時30分我孫子駅南口集合

(雨天中止）

②手勤召グルージング(背丘面水のたたずま

いを考える小さな船旅)…9時30分アピスタ

公園口集合(雨天実施）

③我孫子ｽツアー(東から西へまちなみ景

謹職鵜d豊蕊鞠｜
④ﾈﾙ展示…9時30分から17時

⑤ビデｵ上映9時30分から11時30分’｜

午後の部『シンポジウム』

◎景観賞表彰式…舅現賞･景観奨励賞

｡基調講演｢美しいまちなみ景観をつくるた

めに」講師宮脇勝さん(千葉大学助教授）

･パネルディスカッション「美しいまちなみ

冒憩をつくる」（ネリスト…宮脇勝さん、，

斉藤啓子さん(世田谷区まちづくりｾﾝﾀー)､|｜

繍鴬艫’
－－．･－－．－，－－－－－－－－．－－－‐‐_-－－－－－－．－－－＝」

美
し
い
ま
ち
な
み
景
観
を
つ
く
る
た
め
に

第
４
園
景
観
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

12月2日から配布

２
０
０
３
年
版
「
手
賀
沼
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
日
時
・
場
所

◎
哩
月
２
日
（
月
）
．
：
左
表
を
参
照

◎
哩
月
３
日
（
火
）
以
降
…
市
役
所
手

賀
沼
課
（
西
別
館
４
階
）
、
午
前
８

時
犯
分
か
ら
午
後
５
時

※
配
布
場
所
に
来
た
方
ひ
と
り
に
つ

き
１
部
の
配
布
と
な
り
ま
す
。

※
哩
月
３
日
以
降
は
、
前
日
の
配
布

残
数
が
あ
る
場
合
の
み
配
布
し
ま
す
。

※
電
話
で
の
予
約
や
郵
便
に
よ
る
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

固
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
７

日
程
。
場
所
哩
月
７
日
（
土
）
、
ア

ビ
ス
タ
（
左
表
の
①
扇
豊
③
を
除
く
）

内
容
左
表
を
参
照
（
参
加
無
料
）

申
し
込
み
。
画
①
面
③
（
各
コ
ー

［
冒
崩
垂
雪
見
凋
胴

「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
で
き
れ
い

な
手
賀
沼
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
手
賀

沼
ふ
れ
あ
い
清
掃
実
行
委
員
会
で
は
、

第
哩
回
「
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃
」

を
行
い
ま
す
。

ス
先
着
和
人
）
の
み
電
話
で
都
市
計

画
課
内
線
５
７
８
へ

主
催
我
孫
子
市
、
我
孫
子
の
景
観

を
育
て
る
会

ひ
と
む
ひ
と
り
の
力
で
き
れ
い
な
手
賀
沼
へ

ふ
れ
あ
い
唐
娼
銅
］

G

手
賀
沼
の
水
質
浄
化
を
め
ざ
し
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
清

掃
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
廻
月
１
日
百
）
午
前
９
時
か

ら
ｎ
時
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場

清
掃
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
周

辺
の
道
路
と
遊
歩
道

持
参
タ
オ
ル
、
軍
手
な
ど

※
当
日
は
、
清
掃
作
業
が
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
不
要
（
直
接
集
合
場

所
へ
）

固
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
７

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
８

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
金
７
１

８
５
１
５
０
０
０
コ
ー
ド
番
号
８

５
０
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国内で見られる鳥300点を展示

烏の博物館テーマ展

旧本の烏」
鳥
の
博
物
館
で
は
、
来
年
６
月
空

日
（
且
ま
で
、
２
階
企
画
展
示
室
内

に
「
日
本
の
鳥
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

南
北
に
細
長
い
島
国
の
日
本
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
鳥
た
ち
が
住
み
、
多
く

の
渡
り
鳥
が
姿
を
現
し
ま
す
。

鳥
の
博
物
館
は
、
こ
れ
ま
で
に
国

内
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
鳥
類
の
約

募
集
区
画
一
般
区
画
…
１
４
８
区

画
ウ
ッ
ド
ウ
オ
ー
ル
区
画
〈
車
イ

ス
の
利
用
可
）
…
４
区
画
（
い
ず
れ

’黒情報収集検索ｼｽﾃﾑが稼働 兆戦1

市民農

募集

烏の博吻館のﾎー ﾑページ上で､身近な鳥

の情報を入力･検索できる｢我孫子烏情報収

舅鰊ｼｽﾃﾑ｣がスタートしました。

手賀沼流域の鳥の生息情報を収集し、烏の

博物館でまとめたデー ﾀをホームページ上で

公開するもので､今後デー ﾀが蓄積されるこ

とで､地域の鳥の生息状況がより正確にわか

るようになります。

「みんなで作って、みんなで使おう」を合

い言葉に、どしどし烏情報をお寄せください。

詳しくは､尉勃一ﾑぺーヅ(http://wvM.

bird-mus.abikochiba.lp)をご覧ください。

圃烏の博吻館窓7185-2212

園

半
数
の
標
本
を
収
集
。
今
回
は
そ
の

う
ち
、
メ
グ
ロ
や
ル
リ
カ
ケ
ス
な
ど
、

約
３
０
０
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
王
剛
９
時
犯
分
か
ら
午

後
４
時
知
分

休
館
日
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、

年
末
年
始
（
哩
月
墾
日
～
１
月
４
日
）

固
鳥
の
博
物
館
垂
７
１
８
５
１
２

２
１
２

も
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

利
用
期
間
平
成
巧
年
４
月
１
日
か

ら
ｎ
年
３
月
加
日

対
象
市
内
在
住
の
方
（
同
農
園
第

１
期
利
用
者
と
浅
間
前
新
田
市
民
農

園
を
現
在
利
用
し
て
い
る
方
を
除
く
）

面
積
１
区
画
犯
㎡
（
５
ｍ
×
６
巴

使
用
料
年
額
９
０
０
０
円

※
ウ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
区
画
は
、
面
積

と
使
用
料
が
異
な
り
ま
す
。

※
現
在
、
対
象
区
画
を
利
用
し
て
い

る
方
が
再
度
当
選
し
た
場
合
は
、
引

き
続
き
同
じ
区
画
を
利
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
市
民

ふ
り
が
な

農
園
利
用
希
望
」
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
区
画
番

号
（
現
在
利
用
し
て
い
る
方
）
、
返

信
ハ
ガ
キ
に
あ
て
先
を
明
記
し
、
哩

月
妬
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２

７
０
１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）

市
役
所
農
政
課
へ
（
応
募
ハ
ガ
キ
は

１
世
帯
１
枚
に
限
る
）

固
農
政
課
・
内
線
５
１
２

h

|’

蕊
れあいなど､子育て中の楽しい写真をおジタルカメラの場合､合成や加工などの
寄せください。 編集は不可④作品は返却しません⑤
対象市内在住で､小学校就学前のお子作品はトリミングすることがあります
さんがいる方採用数7点(増えることがあります）
規格カラーサーピス判（デジタルカメ発表広報あびこ元旦号紙上で
ラは､写真用の光沢紙にプリント）応募方法12月2日（必着）までに〒

，応募規定①過去1年以内に撮影した未270-1192(住所省略可)市役所広報室
発表の作品で、1家族1点(写真の裏面へ郵送または持参

にお子さんの名前を明記）②別紙に住間広報室･内線388

1|ｺﾐｭーﾃｨ門ﾈｽ,ｼ:ﾉポジｳﾑ
国で実践されている「ｼﾆｱﾎー ﾑ｣｢子

育て‘保育｣｢環篇･農業｣｢デﾘパﾘー ・

コミュニティカフェ」から1人ずつ

コーディネイタ一澤登信子さん(NP

Oコミュニティビジネスサポートセンタ

ー代表理事）

定員200人

申し込み不要(直接会場へ）

岡市民活動支援課･内線488

※出演者との交流会をｼﾝボヅｳﾑ終了

後に行います｡参加希望者は当日受付で

お申し出ください｡（参加費100円）

コミュニティビジネスは、地域課題の

解決や生活の質の向上にむけた活動をビ

ジネスとして継続的に展開していくもの

で､市内でも取り組みが始まっています。

これらの活動を皆さんに知っていただ

くため、シンポジウムを開催します。

日時12月8日(日)午後1時から5時

場所中央学院大学6号館1階611小講

堂(駐車場あり）〈参加無料〉

基調講演細内信孝さん(コミュニティ

ビジネス・ネットワーク理事長）

事例発表°パネルディスカッション全I
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あびこ市民ミュージカル
こんな疑問にお答えします

「北へ帰るのを忘れた白鳥」
，どんなｽﾄー ﾘーつ

プレビューなんだろう？，。

Q瀧駕鰭葱 （内容説明会）

幼児も出演できるつ墨ル壱霊葬I蕊塁需鴻桶来のかな？．
愚5で豊明◎な；◎湖蕊12丙唇苦
昌l教．オのヘス北分月容ユ月

ｵ々ー デｲｼﾖﾝ 霊墓固1紹演ト地へs説’に

㈱胸朏㈹?

e&って何やるの？

時ましあ， れ ば だ めなの？2いプー
か す ビ び

○

我
孫
子
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
た

「
郷
土
芸
能
祭
」
が
、
今
年
も
華
や

か
に
開
催
き
れ
ま
す
。

第
銅
回
郷
土
芸
能
祭

Ｉ
■
Ｊ
ｎ
ｑ
ｌ

戸

「
郷
土
芸
能
祭
」
は
、
市
内
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
と
日
本
古

来
の
伝
統
的
な
笛
・
太
鼓
に
よ
る
お

は
や
し

醗
子
の
祭
典
で
す
。

今
回
も
、
民
俗
芸
能
を
伝
承
し

て
い
る
市
内
３
団
体
の
ほ
か
に
、

小
・
中
学
校
４
校
の
郷
土
芸
能
ク

ラ
ブ
が
参
加
し
、
芸
能
祭
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

日
時
哩
月
１
貝
且
午
後
０
時

弛
分
開
場
、
１
時
開
演

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

獺
蕊
雫
誹
．
寒
蕊
識

か
ぐ
ら

茎
準
謹
鍾
や
：
蕊
舞

．
「
日
本
武
尊
」
（
熊
襲
征
伐
）

一
難
藤

今
回
は
、
「
あ
か
」
か
ら
イ
メ
ー

ジ
き
れ
る
花
で
「
い
け
ば
な
」
を
行

い
ま
す
。

日
時
哩
月
７
日
（
土
）
、
時
知
分
か

ら
ｎ
時
犯
分

場
所
ア
ビ
ス
タ

講
師
石
神
光
河
さ
ん
、
海
老
原
千

寿
さ
ん
、
竹
井
芳
荘
さ
ん

＊
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
…
「
大
杉
雛

子
」
「
ひ
ょ
っ
と
こ
舞
」
「
五
跳
子
」

「
獅
子
舞
」

＊
布
佐
中
学
校
郷
土
芸
能
講
座
…

に
ん
ば

「
仁
羽
嚇
子
」
「
投
げ
合
い
」

＊
湖
北
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
…

「
獅
子
舞
」
「
仁
羽
」

＊
布
佐
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
．
．
．

「
仁
羽
雌
子
」
「
投
げ
合
い
」

＊
我
孫
子
第
四
小
学
校
郷
土
芸
能
ク

ラ
ブ
…
「
仁
羽
」

し
ぬ
ｈ
毎

司
会
宮
坂
珠
理
さ
ん
（
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）

入
場
料
無
料

画
教
育
委
員
会
文
化
課
壷
７
１
８

５
１
１
１
５
１

「
あ
か
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
「
い
け
ば
な
」

’
１
１
１
１
１
１

対
象
・
定
員
小
学
１
年
生
か
ら
４

年
生
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、
巧
組

犯
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
お
子
さ
ん
だ
け
の
参
加
も
可
。

参
加
費
１
人
３
０
０
円
（
花
材
代
）

持
参
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
は
き
み

ま
た
は
工
作
ぱ
さ
み
、
ぞ
う
き
ん

申
し
込
み
・
固
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
参

加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
お
子
さ
ん
の
学
校
名
を
明
記

し
、
ｎ
月
”
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

２
７
０
１
１
１
６
６
我
孫
子
１
６
８

４
教
育
委
員
会
文
化
課
圃
７
１
８
２

１
５
８
６
７
、
Ｅ
メ
ー
ル
盲
二
宮

⑤
臼
逗
・
号
房
。
・
呂
忌
空
・
壱
へ

画
教
育
委
員
会
文
化
課
金
７
１
８

５
１
１
１
５
１

郷
土
芸
能
祭
に
あ
わ
せ
て
、

「
貝
ア
ー
ト
歴
を
行
い
ま
す
。

展
示
さ
れ
る
の
は
、
「
貝
合
わ

せ
」
に
用
い
ら
れ
る
絵
柄
の
描
か

れ
た
貝
殻
（
写
真
）
。
「
貝
合
わ
せ
」

は
、
平
安
時
代
の
貴
族
た
ち
が
始

め
た
ト
ラ
ン
プ
の
神
経
衰
弱
の
よ

う
な
遊
び
で
す
。

’同時開催

貝アート展
11月26日から12月1日

坐I■■■■■

日
時
ｎ
月
麺
日
（
火
）
か
ら
廻
月

１
旦
旦
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時場
所
湖
北
地
区
公
民
館

入
場
料
無
料

固
教
育
委
員
会
文
化
諜
容
７
１

８
５
１
１
１
５
１

ﾎー ｷﾝグ青山さん
障害者週間･記念ﾄー ｸｼｮー

｢障害者の性を語る」…

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅶ
１
引
川
則
Ⅱ
出
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川
川
Ⅱ
Ⅲ
柵
川
Ⅲ
Ⅱ
刈
川
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

心

ﾎー ｷﾝグ青山さんプロフィール－

1973年$東京都大田区生まれ。

先天性多発性関節拘縮症のため、

誕生時から両手両足が不自由に。

1994年､若手芸人コンテスト

で史上初の身体障害者のお笑い

芸人としてデビュー。

現在、“他に比類なきジャンル

|の笑い''の確立をめざし活曜中。

日
時
・
集
合
場
所
廻
月
料
日
（
士
）

午
前
８
時
出
発
、
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県

民
プ
ラ
ザ
（
バ
ス
を
利
用
）

内
容
作
品
鑑
賞
、
施
設
見
学
ほ
か

対
象
。
定
員
小
学
生
の
親
子
、
知

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
１
人
８
５
０
円
（
材
料
代
）

申
し
込
み
。
画
往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
皿
月
知
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
７
１
０
８
８
２
柏
市

柏
の
葉
４
の
３
の
１
さ
わ
や
か
ち
ぱ

県
民
プ
ラ
ザ
事
業
課
云
７
１
４
０
１

８
６
１
５
へ

哩
月
３
日
（
国
際
障
害
者
デ
ー
）

か
ら
９
日
（
障
害
者
の
日
）
ま
で
の

１
週
間
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

市
で
は
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ビ
デ
オ
上
映

会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
廻
月
５
日
（
木
）
午
後
１
時
か

ら
４
時
如
分
（
参
加
無
料
）

場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水
の
塗

内
容
ビ
デ
オ
「
街
に
暮
ら
す
」
の

上
映
、
ホ
ー
キ
ン
グ
青
山
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
（
午
後
３
時
か
ら
）
ほ
か

定
員
先
着
２
０
０
人

申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

圖
生
活
支
援
課
・
内
線
３
８
４

千葉県立美術館を

楽しもう

おもしろ
美術館Ⅱ ’

Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
川
扣
旧
旧
Ⅲ
咽
旧
Ⅲ
旧
砠
旧
旧
旧
Ⅶ
川
川
１
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
川
畑
旧
旧
旧
１
一
四
■
一
■
■
一
二
二
卓
■
。
■
一
画
画
宮
口
■
】
画
画
四
国
ロ
ロ
園
画
■
■
■
■
ロ
ロ
ロ
圃
圃
画
’
，
‐
‐
‐
ｉ
‐
‐

〆 、

金融。経済講演会 小｡中学校科学作品展

手賀沼賞受賞作品

市民会館に展示

帰国留学生国際ｼﾝジｳﾑ
日時12月18日(水)午後2時から3時30分(開場は午後1時）

場所ばる・るブラザ千葉(千葉市中央区富士見）

内容「これからの金融経済と私たちのくらし～自己責任時代に

おける生活設計~」講師･値草一秀さん(野村総合研究所主席
工．／ミスト）

定員700人(応募者多数の場合は抽選）

※保育と手話通訳あり（申し込み時にお申し出ください)。

申し込み｡圃ハガキ､電話ファクス、Eメールのいずれかで＄

講演会名､郵便番号､住所‘氏名､年齢､職業､参加人数を明示

し、11月29日(必着)までに〒260-8667(住所省略可)県庁県

民生活課内県金融広報委員会恋043-223-2296､剛043-201-26

13、Eメールsyouhisya@mzprefchibalp'I

日程｡内容①12月9日(月)･墓調講演帰国留学生から

の報告②10日(災)…分科会1「企業との連携」③1旧

(水)…分科会2「地域の外国人支援」④12日(木)…分科
会3「国際理解教育」

時間①…午後1時30分から5時②から④…午後6時か

ら8時

場所いずれも千葉大学｢けやき会館」(入場無料）

定員各回先着70人

申し込み｡間電話ファクスEメールのいずれかで、

住所､氏名､電話静弓を明示し､千葉大学留学生センター

6043-290-2200、Ⅷ043-290-2198、Eメール｢yoko@
isc.chiba-u.ac.iP/I

市では､平成14年度ﾉﾊ中学榊学作
品展の手賀沼に関する研究の中から、
優秀な作品19点に手賀沼賞を贈りまし
た。

受賞作品は、11月22日(土)から26日
(災)まで､市民会館2階ﾛピーに展示し
ます。

※11月25日(月)は休館日です。

圃手賀沼課･内線467’
－－ 一
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時
、
ふ
れ
あ
い
工
房

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

間
ふ
れ
あ
い
工
房
壷
７
１
８
６
１

５
５
０
０

日
哩
月
喧
日
百
遍
時
弧
分
開
場
、

畔
時
開
演

所
市
民
会
館

指
揮
柳
澤
寿
男
さ
ん

出
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
マ
チ

ュ
ア
奏
者
字
ヤ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
交

響
曲
第
５
番
を
共
演
）

曲
目
歌
劇
「
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ユ
ド

ミ
ー
ｚ
序
曲
（
グ
リ
ン
カ
）
、
歌
劇

「
ピ
ー
タ
ー
グ
ラ
イ
ム
ス
」
よ
り
四

つ
の
海
の
間
奏
曲
（
ブ
リ
テ
ン
）
、

交
響
曲
第
５
番
（
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
）費

７
０
０
円
、
前
売
り
ペ
ア
チ
ケ

ッ
ト
ー
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
市
民
会
館
内
売

店
ひ
ろ
が
り
、
ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が
、

荒
井
書
店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子

店
、
写
真
の
お
ち
あ
い

問
矢
口
垂
７
１
８
９
１
６
５
６
０

Ｉ

‐

１

１

１

Ｆ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｕ

６

ｒ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

，

Ｌ

ｒ

ｌ

リ

ー

リ

ー

リ

ー

ｒ

Ⅱ

Ｉ

ｂ

ｒ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｂ

ｒ

卜

ｒ

０

，

ト

ー

ト

ｆ

ト

リ

ｂ

ｒ

ｌ

０

‐

Ｉ

■

■

リ
サ
イ
ク
ル
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

備
Ｑ
渥

織
０

７
１

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
：
．
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
垂
７
１
８
５
１
１
１
１
１

で
か
け
て
話
ま
藤
プ
ラ
ザ
（
入
場
無
料
）

み
ま
せ
ん
か
砿
、
鰯
鍬
演
識
旧
》

日
・
所
皿
月
酔
旦
日
浦
時
～
畔
問
鈴
木
壷
７
１
８
２
１
０
９
０
０

日
、
月
知
日
（
土
）
～
哩
月
４
日

（
水
而
時
～
喝
時
（
４
日
は
喧
時
弧

日
…
日
時
、
所
…
場
所
、
内
．
．

我
孫
子
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
副

日
仏
交
流
演
奏
祭

絵
画
展

日
。
所
哩
月
６
日
釜
）
嘔
時
如
分
問
石
野
壷
７
１
８
５
１
２
１
３
２

．
開
演
、
柏
市
民
文
化
会
館

内
デ
イ
エ
ス
．
ナ
タ
リ
ス
、
双
頭
花
の
寄
せ
植
え
講
習
会

の
鷲
の
旗
の
下
に
、
ポ
ッ
プ
ス
・
ス
曰
。
所
也
月
５
旦
木
）
９
時
弛
分

テ
ー
ジ
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ス
テ
ー
～
ｎ
時
”
分
、
市
民
会
館

ジ
ほ
か
対
先
着
犯
人

費
鉦
料
内
生
ゴ
ミ
か
ら
出
た
コ
ン
ポ
ス
ト

問
中
央
学
院
大
学
学
生
課
垂
７
１
を
利
用
し
た
花
の
寄
せ
植
え

８
３
’
１
６
５
１
８

蜜
１
０
０
０
円

内
容
、
種
：
．
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
、
対
．
：
対
象
。
定
員
、
持
…
持
参
、

筆
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、
ミ
ッ
ク
ス
メ

デ
ィ
ア健

康
ま
つ
り

日
・
所
ｎ
月
調
日
（
木
而
時
犯
分

～
喧
時
、
ア
ビ
ス
タ
（
入
場
無
料
）

内
保
健
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

（
血
圧
、
体
脂
肪
、
歯
な
ど
）
、
演
劇

（
劇
団
ト
ウ
ハ
ー
ト
）
、
福
祉
作
業
所

の
活
動
を
パ
ネ
ル
で
展
示
、
同
作
業

所
で
作
っ
た
野
菜
や
ク
ッ
キ
ー
、
小

物
類
な
ど
の
聖
元

間
我
孫
子
南
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
壷
７
１
８
５
１
５
１
１
７
（
月
・

水
・
金
９
時
～
妬
時
）

日
皿
月
聖
日
（
日
）
、
時
開
演

所
市
民
会
館

ゲ
ス
ト
宮
本
悦
朗
ざ
ん
（
元
ク
ー

ル
フ
ア
イ
ブ
）

費
鉦
料

問
荻
窪
云
７
１
６
９
１
１
７
０
８

第
５
回
あ
ら
き
野
寿
々
芽
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

中
央
学
院
大
学
吹
奏
楽
団

第
８
回
定
期
演
奏
会

P

l

日
皿
月
知
日
（
土
）
～
哩
月
８
日

（
且
９
時
～
”
時
（
月
曜
は
休
館
旦

所
北
総
花
の
丘
公
園
（
印
西
市
）

内
ド
イ
ツ
の
装
花
…
木
の
実
な
ど

を
使
っ
た
飾
り
展

費
無
料

間
堤
￥
北
総
花
の
丘
公
園
緑
の
相

談
所
壷
０
４
７
６
１
幻
１
４
０
３
１

柏
市
音
楽
家
協
会
定
期
演
奏
会

ス
ペ
イ
ン
の
歌

日
皿
月
聖
日
（
金
）
四
時
開
演

所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

曲
目
ア
ラ
ン
フ
エ
ス
わ
が
想
い
・

火
祭
り
の
踊
り
（
フ
ァ
リ
Ｚ
、
タ

ン
ゴ
（
ア
ル
ベ
ニ
ス
）
、
バ
ス
ク
奇

想
曲
（
サ
ラ
サ
ー
テ
）
ほ
か

賛
２
０
０
０
円
、
中
高
校
生
１
５

０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
浅
野
書
店
（
柏

そ
ご
う
プ
ラ
ザ
館
３
階
）
、
柏
高
島

友
の
会
、
画
材
工
芸
い
し
ど

問
福
井
垂
７
１
７
５
１
１
８
６
２

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

日
。
所
哩
月
１
日
（
日
）
９
時
～
９

時
如
分
受
付
、
ア
ビ
ス
タ

競
技
方
法
ス
イ
ス
一
勾
式
（
５
ク
ラ

ス
４
回
戦
）

※
優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、
３
勝
し

た
方
に
は
蛍
あ
り

費
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

問
石
野
壷
７
１
８
５
１
２
１
３
２

花
と
緑
の
展
示
会

市
長
杯
争
奪
囲
碁
大
会

日
廻
月
空
日
（
日
）
”
時
～
即
時
饗
８
０
０
円

内
生
バ
ン
ド
音
楽
と
ダ
ン
ス

申
。
問
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
特
別

蚕
１
０
０
０
円
（
軽
食
、
飲
み
物
講
演
会
参
加
希
望
、
氏
名
、
電
話
番

き
ん

付
き
）
号
を
明
記
）
で
ｎ
月
奉
日
ま
で
に
金

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
ｎ
月
幻
日
か
ら
垂
四
７
１
３
９
１
８
２
１
２

費
・
・
・
叢
用
、
申
．
：
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
）
、
問
．

日
・
所
廻
月
心
旦
木
）
・
加
日

釜
）
９
時
～
喧
時
釜
２
回
）
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
つ
つ
じ
荘
内
）

内
網
戸
・
障
子
張
り
替
え
講
座

対
先
着
釦
人

持
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
エ
プ
ロ

ン
、
昼
食

費
無
料

申
・
問
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

ふ
り
が
な

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
用
あ
て
先
を
明
記
し
、
哩
月
２

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１

１
２
１
中
峠
２
６
０
７
我
孫
子
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
念
７
１
８
８

１
２
２
０
０

日
・
集
合
場
所
哩
月
７
日
（
土
）
５

時
如
分
、
我
孫
子
駅
南
口
駅
前
（
雨

天
の
場
合
は
中
止
）
〈
バ
ス
利
用
〉

所
大
菩
薩
北
連
嶺
・
黒
川
鶏
冠
山

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費
６
０
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

申
・
間
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
ｎ
月

お
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１

１
１
３
１
都
部
２
の
狸
松
村
謹
云

７
１
３
９
１
４
０
７
５

持
エ
プ
ロ
ン
、
一
塁
手

申
・
問
電
話
で
エ
コ
ピ
ユ
ア
あ
び

こ
・
渡
辺
壷
７
１
８
８
１
８
９
９
１

日
。
所
、
月
幻
日
（
水
這
時
釦
分

～
唾
時
、
泉
集
会
場

費
５
０
０
円

問
寺
尾
壷
７
１
８
２
１
８
７
６
６

大
人
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
Ｉ

お
か
み
さ
全
会
一
つ
た
ご
衰
交
流
会

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

生
き
が
い
づ
く
り
講
座

我
孫
子
登
山
倶
楽
部

市
民
登
山
教
室
Ｉ
Ｉ

日
。
所
ｎ
月
調
日
（
木
而
時
～
逗

時
、
沼
南
町
中
央
公
民
館

内
「
子
ど
も
と
子
ど
も
の
本
の
た

め
に
」
講
師
：
・
斎
藤
惇
夫
さ
ん

対
先
着
１
０
０
人

日
・
所
ｎ
月
聖
日
（
金
）
喝
時
～
粋

時
輻
分
、
ア
ビ
ス
タ
（
参
加
無
料
）

内
手
話
と
ゲ
ー
ム
、
手
話
ダ
ン
ス

（
○
Ｈ
Ｐ
付
き
）

対
中
途
失
聴
者
、
難
聴
者

問
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
会
・

斉
藤
壷
唖
７
１
８
５
１
２
３
０
６

日
ｎ
月
空
日
釜
而
時
～
群
時

所
柴
崎
自
治
会
館

内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
民
間
稲
作
研
究

函
に
よ
る
技
術
の
講
習
と
実
技

対
先
着
犯
人
程
度

賢
１
５
０
０
円
（
資
料
代
）

申
・
問
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
ｎ
月

加
日
ま
で
に
玉
根
垂
四
７
１
８
２
１

９
１
０
０

日
・
所
、
月
唱
日
（
月
）
ア
ビ
ス
タ
、

幻
日
（
木
）
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
、

い
ず
れ
も
、
時
～
廻
時

費
４
０
０
円
（
資
料
代
）

※
託
児
あ
り
．
事
前
に
申
し
込
み
を

…
２
０
０
円
（
託
児
食
付
き
）

申
・
問
電
話
で
全
国
友
の
会
・
中

野
盃
７
１
８
４
１
９
２
４
９

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
先
着
１

０
０
人
）

所
・
問
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

壷
７
１
８
２
１
９
９
８
８

無
農
薬
。
有
機
稲
作
講
座

だ
れ
に
で
も
で
き
る

耳
の
聞
吾
え
に
く
い
人
の
た
め
の
集
い

家
事
家
計
講
習
会

1

母
親
読
書
セ
・
羽
タ
ー

澗
月
特
別
講
演
会

日
ｎ
月
如
旦
土
）
９
時
～
喧
時

所
ト
ミ
ー
フ
ッ
ト
サ
ル
松
戸

対
先
着
、
チ
ー
ム

愛
１
チ
ー
ム
７
５
０
０
円

申
電
話
で
Ｊ
Ｉ
Ａ
日
本
国
際
学
園

壷
７
１
４
１
１
０
５
６
７

問
い
合
わ
せ
、
主
。
：
主
催
。
共
催

日
・
所
哩
月
ｎ
日
（
水
）
、
時
～
妬

時
、
市
川
市
文
化
会
館

内
講
演
「
み
ん
な
で
生
き
る
」
誰

師
…
倉
田
知
典
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
○
法
人

ウ
ィ
ズ
エ
ブ
リ
ワ
ン
理
事
長
）
、
車

イ
ス
講
習
ほ
か

対
先
着
１
０
０
人

申
・
間
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
障

害
福
祉
講
座
受
講
希
望
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
廻
月
２

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
１
１
８

５
６
０
松
戸
市
小
根
本
７
束
葛
飾
支

庁
社
会
福
祉
課
垂
０
４
７
１
３
６
１

１
４
０
７
７
、
唖
０
４
７
１
３
６
１

１
２
１
３
７

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

子
ど
も
博
物
館
教
室

正
月
の
準
備
を
し
よ
う

日
廻
月
幻
日
（
士
而
時
～

所
関
宿
城
博
物
館

内
空
き
缶
を
利
用
し
て
、
卓
上
の

門
松
を
つ
く
る

対
先
着
犯
人

費
４
０
０
円
（
材
料
謎
、
保
険
料
）

持
大
き
め
の
空
き
缶
２
個
、
カ
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ

申
電
話
で
ｎ
月
刻
日
か
ら
同
館
学

芸
課
壷
７
１
９
６
１
１
４
０
０
へ

「

日
ｕ
月
幻
日
（
水
而
時
～
喧
時

所
市
民
会
館

テ
キ
ス
ト
年
刊
誌
星
涯
教
育
Ⅲ
」

費
５
０
０
円

間
（
財
）
野
村
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

壷
四
１
３
３
２
０
１
１
８
６
１

地
域
障
害
福
祉
講
座

野
村
生
涯
教
育
。
読
書
会

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

戦争の記憶を語る会
～平和の大切さを願って～

今年度の平和事業は､｢戦争の記憶を語る会」
を行います。

我孫子市消費者の会では､昨年3月に会員や

その家族の戦争体験を｢戦争の記憶｣として冊

子にまとめ発行しました｡今回は、これに寄稿

された方の中からお話しをしていただきます。

日時11月30日(土)午後1時30分から3時30分

場所湖北台近隣センター(参加無料）

語り手和田三千代さん､遠藤職太郎さん､浜

田洋子さん､山崎篤子さん

申し込み不要(直接会場へ）

固企画調整担当内線211

週5日制事業

ボコボコマフラー

日時11月30日(士)午前9

時30分から11時30分

場所湖北地区公民館

内容指あみで、あった

かいマフラーを編みます

対象小学生

定員先着15人

費用500円

持参ピﾆー ﾙ袋(小)、

はさみ

申し込み。間電話で我

孫子地区公民館窓7182‐

0511へ

日立総合経営研修所の好意

により､庭園（1万5000坪）

を一般開放します。

趣を今に残した美しい庭園

がら手賀沼を一望してみ

ませんが。

開放日時11月30日(土）
午前10時から午後4時

(入場は午後2時まで）

場所同研修所(高野山）

主催我孫子の景観を育

てる会

間都市計画課内線578
※駐車場はありません。

I
一官

司
一一 一一一一

’

に’ ▲昨年の｢子と‘も手あみ教室」
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ぼ
し
ゅ
う

ｌ
‐
１
１
巳
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｆ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
且
■
■
且
■
■
■
且
■
■
‐
ｌ
ｂ
Ｉ
０
ｌ
・
リ
ー
リ
Ｌ
‘
Ｌ
ｌ
ｈ
Ｐ
ｈ
０
ｈ
Ｉ
Ｌ
ｈ
Ｉ
ｈ
ｒ
Ｌ
ｌ
‐

｜
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

職
種
・
採
用
数
①
事
務
職
…
１
人

②
訪
問
介
護
員
：
１
人

受
験
資
格
①
昭
和
卿
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
、
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
来
年
３
月

訓
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
②

哩
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
介

護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方
ま

た
は
来
年
３
月
幻
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
方

受
付
期
間
ｎ
月
お
日
～
哩
月
４
日

９
時
～
妬
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

試
験
日
哩
月
畔
日
（
土
）

試
験
方
法
一
般
教
養
、
論
文
、
面

接採
用
予
定
日
平
成
巧
年
４
月
１
日

申
自
筆
の
試
験
申
込
書
（
社
会
福

祉
協
議
会
に
用
意
）
に
写
真
（
無
帽

で
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、

縦
妬
皿
×
横
弱
哩
を
貼
付
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
直
接
持
参

問
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
役
所
睦

霊
７
１
８
４
１
１
５
３
９

期
間
冬
休
み
期
間
中

時
間
１
日
３
時
間
～
５
時
間
程
度

（
新
木
・

か
と
う

加
藤

我
孫
子
郵
便
局

年
末
年
始
ア
ル
バ
イ
ト

9

１
歳
５
カ
月
）

る
の

瑠
乃
ち
ゃ
ん

弓

す
こ
や
か
ち
や

L

■
－ｰ■

内
郵
便
物
の
区
分
け

時
給
７
２
０
円

交
通
費
通
勤
距
離
が
２
ｍ
以
上
の

方
で
交
通
機
関
を
利
用
す
る
場
合
は

１
日
１
５
０
０
円
を
限
度
に
支
給

申
・
問
電
話
で
ｎ
月
知
日
ま
で
に

我
孫
子
郵
便
局
総
務
課
壷
７
１
８
２

１
１
４
３
１

お
し
ら
せ

定
例
教
育
委
員
会

日
ｎ
月
塑
日
（
火
）
喝
時
犯
分

所
水
道
局
４
階
会
議
室

間
教
育
委
員
会
総
務
課
壷
７
１
８

日
・
所
毎
週
土
・
日
曜
日
、
手
賀

沼
・
稲
毛
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

費
入
会
金
１
万
円
、
年
会
費
６
０

０
０
円

申
・
問
電
話
で
中
川
壷
７
１
３
９

１
３
０
５
３

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
個

別
に
お
答
え
し
ま
す
。
（
識
用
無
料
）

日
。
所
、
月
迦
旦
木
逼
時
犯
分

～
喧
時
輻
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

山
塞
霊
子
一
ア
ル
バ
ト
ロ
ニ
ョ
シ
ト
ク
ラ
ー
フ
《
錘

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

に
し
お
は
や
と

西
尾
隼
人
ち
ゃ
ん

（
寿
。
１
歳
３
カ
月
）

奄毎

＝

一

タ
ー
相
談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
瞳

申
電
話
で
介
護
支
援
課
云
７
１
８

６
１
１
４
１
１
字
約
制
）

日
、
月
到
日
（
木
）
１
日
１
日

４
寺
～
６
寺

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
講
演
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
症
状

の
仕
組
み
と
そ
の
治
塵
講
師
…
岡

野
裕
さ
ん
（
岡
野
内
科
医
院
医
師
）

※
講
演
会
の
後
、
相
談
会
あ
り

対
リ
ウ
マ
チ
患
者
と
そ
の
家
族

費
無
料

間
水
門
壷
７
１
８
４
１
５
７
８
３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
振
り
替
え
口
座
で

口
座
振
替
は
、
一
度
手
続
き
を
す

る
だ
け
で
、
毎
月
納
め
に
行
く
手
間

が
省
け
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
先
口
座
の
あ
る
全
国
の
金

融
機
関
（
農
協
含
む
）
や
郵
便
局

持
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
、
預

貯
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印

間
松
戸
社
会
保
険
事
務
所
壷
０
４

日
ｎ
月
聖
日
（
木
）
喝
時
釦
分
～
喧
時

犯
分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
の
情
報
交
換

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家

族費
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
）

問
介
護
支
援
課
云
７
１
８
６
１
１

４
１
１

忘れずに納めましょう 痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

リ
ウ
マ
チ
の
会

医
療
講
演
会
と
相
談
会

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
期
限

は
返
月
２
日
で
す
。

納
付
書
は
皿
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
め
て
く
だ
き
い
。

※
納
税
は
、
口
座
振
替
を
利
用
き
れ

る
と
便
利
で
す
。

問
柏
県
税
事
務
所
垂
７
１
４
７
１

１
２
３
１

日
。
所
ｎ
月
知
日
（
土
遍
時
～
嘔

時
、
千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
）

相
談
員
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

ほ
か

蜜
無
料

間
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
壷
０
４

３
１
２
２
５
１
４
５
６
７

労
災
職
業
病
相
談
会

対
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
な
ど
へ
入
学
・
在
学

す
る
方
の
保
護
者
で
、
年
間
収
入
が

９
９
０
万
円
（
事
業
所
得
者
は
所
得

が
７
７
０
万
円
）
以
下
の
方

融
資
額
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り

２
０
０
万
円
以
内

使
途
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
制
服
代
、
交
通
強
、
ア
パ
ー
ト

の
敷
金
・
家
賃
な
ど

利
率
年
２
．
１
％
（
固
定
金
利
）

返
済
期
間
、
年
以
内

※
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
国
民
生

活
金
融
公
庫
柏
出
張
所
盆
７
１
６
３

１
１
５
４
２
へ
。

７
１
３
４
５
１
５
５
２
５

個
人
事
業
税
の
納
期

ご痢届く腿い 国
の
教
育
口
Ｉ
ン

P

I

！

1

’
I

星
￥
東
葛
飾
高
校
定
時
制
課
程
で

は
、
加
歳
以
上
の
中
学
卒
業
者
を
対

象
に
、
学
力
検
査
を
免
除
し
、
作
文

と
面
接
に
よ
る
「
成
人
の
特
別
入
学

者
選
塗
を
行
い
ま
す
。

願
書
等
の
配
布
同
校
で
配
布
中

願
書
受
け
付
け
平
成
巧
年
１
月
幻

日
・
聖
日

試
験
日
２
月
３
日
（
月
）

※
出
願
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
県

立
東
葛
飾
高
等
学
校
垂
７
１
４
３
１

４
２
７
１
へ
。

労
働
者
が
仕
事
中
に
ケ
ガ
を
し
た

り
業
務
上
の
疾
病
に
か
か
っ
た
り
し

た
場
合
は
、
労
災
保
険
に
よ
る
補
償

の
対
象
と
な
り
、
健
康
保
険
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
労
働
者
の
休

業
を
伴
う
労
働
災
害
は
、
労
働
安
全

衛
生
法
に
よ
り
、
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
に
「
労
働
者
死
傷
病
報
告
書
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
報
告
書
を
提
出
し
な
い
、
ま

た
は
虚
偽
の
内
容
を
記
載
し
て
報
告

し
た
場
合
は
、
「
労
災
か
く
し
」
と

し
て
司
法
処
分
き
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
事
業
者
の
方
は
、
厳
正
に
対

応
し
て
く
だ
き
い
。

問
千
葉
労
働
局
監
督
課
金
０
４
３

１
２
２
１
１
２
３
０
４

日
哩
月
９
日
（
月
）
四
時
～
嘔
時

内
障
害
者
や
高
齢
者
に
関
す
る
人

権
問
題
や
法
律
問
題
（
財
産
・
金
銭
．

家
族
問
題
）
全
般

費
鉦
料

相
談
電
話
番
号
壷
０
４
３
１
２
２

７
１
５
４
６
０

問
千
葉
県
弁
護
士
会
壷
０
４
３
１

２
２
７
１
８
４
３
１

※
面
接
相
談
を
希
望
の
方
は
、
事
前

に
弁
護
士
会
に
電
話
で
申
し
込
み
を
。

障
害
害
今
高
齢
書
の
人
権
１
１
０
害

定
時
制
成
人
の
特
別
入
学
書
選
垂

「
労
爽
か
く
し
」
は
犯
罪
で
す

~、

内
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
、
居
住

者
の
問
題
や
悩
み
に
関
す
る
相
談

日
平
日
９
時
調
分
～
娼
時

相
談
電
話
番
号
。
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ミ
ユ
ニ

テ
ィ
ー
壷
７
１
５
８
１
０
０
１
９

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
・
所
毎
月
第
１
．
３
水
曜
日
畔

時
～
嘔
時
、
千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士

協
会
（
京
成
千
葉
中
央
駅
徒
歩
３
分
）

内
不
動
産
に
関
す
る
価
格
、
賃
料
、

権
利
関
係
、
税
務
ほ
か

申
・
問
電
話
で
千
葉
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
垂
０
４
３
１
２
２
２
１
５

７
９
５

日
ｎ
月
知
日
（
土
）
、
哩
月
１
日

（
旦
加
時
～
巧
時

内
司
法
書
士
や
弁
護
士
に
よ
る
多

重
俵
務
や
自
己
破
産
に
関
す
る
相
談

費
無
料

相
談
電
話
番
号
垂
０
４
３
１
２
４

３
１
４
１
４
４

問
千
葉
青
年
司
法
書
士
会
・
前
田

垂
０
４
７
１
４
９
５
１
５
０
７
７

※
面
接
相
談
を
希
望
の
方
は
、
事
前

に
前
田
に
電
話
で
申
し
込
み
を
。

例
年
、
年
末
は
窓
口
が
非
常
に
混

雑
し
ま
す
。
登
記
の
申
請
や
登
記
簿

謄
本
な
ど
の
交
付
等
の
請
求
は
、
な

る
べ
く
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
き
い
◎

な
お
、
哩
月
幻
日
間
近
の
登
記
申

請
は
、
年
内
に
処
理
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
千
葉
地
方
法
務
局
柏
支
局
壷
７

１
６
７
１
３
３
０
９

住
宅
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
、

サ
ラ
金
『
ヤ
ミ
金
、
多
重
侭
務
１
１
０
番

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

年
末
の
壹
記
申
請
は
お
早
め
に
一

マ
ン
シ
ョ
ー
に
震
ず
る
無
料
損
誌 ’

青色決算｡消費税等の
説明会

日時12月4日(水)午後1時30分か

ら4時

場所市民会館

内容O所得税の青色決算書

決算書の作成､青色申告特別控除制

度の臘震‘貸借対照表の作成ほか

O消費税°地方消費税

制度の概要､届け出に関する手続き＄

記帳義務､課税売上高の判定ほか

圃柏税務署個人諜刷第1部門窓71

46-2321（内線326）

介護保険市民会議を公開 第3期PCカレッジ受講生を募集

介謁果陶有民会議は､市民の皆さんの意

見を介護保険事業の計画や施策に反映させ

るために設置され､公募の市民委員をはじ

め､学識経験者､保健医療関係者､介護サ

ービス事業関係者で構成されています。

今回7回目の会議を一般に公開します。

日時･場所11月21日(木)午後2時から4

時､市役所議会棟第1委員会室

内容介護保険事業計画の見直し（案）

定員先着20人

申し込み不要(直接会場へ）

間介護支援課内線382

受付時間第2．3木曜日を除く毎日午

前10時から午後7時まで

間市民プﾗサ冠7183-2111

▼講座の内容

講座名戦鋪料対象
0ｿｺﾝ入門33,500円初I賭肪

@WORD200258,000円

:"IWi柵螂加鋤
、婚管理22,500円

市民ブラザでは、「第3期あびこ

PCカレッジ｣の受講生を募集して

います。

「あびこPCカレッジ｣は､初心

者から学べるパソコン教室で､受講

料入金後6カ月間は、アシスタント

付きのパソコン開放時間を優先して

利用することができます｡(インタ

ーネットの接続は不可）

場所市民プﾗサ

内容右表参照

，’

１
１

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』
Ｉ

’
※1単元は90分｡受講洲ﾃｷｽﾄ代と通削。
※0~伽再受誹1回分が別に付きます｡１

０

一
一
一

一
一
一

一

’

項目

国民健康保

介護保険料第6期

水道料金

下水道受益者負担金第3期

納期限
(口座振替日）

12/2(月）

12/2(月）

25(月）

12/2(月）

テレホンガイド
声の便利帳
TEL7185-5000

ファクスガイド
ファクス(訴鵬
'1陰L7183－600C
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記
念
公
園
で
行
わ
れ
た
予
選
会
に
は

１
月
２
，
３
日
に
行
わ
れ
る
新
春
手
（
商
学
部
４
年
）
が
チ
ー
ム
ト
ッ

恒
例
の
箱
根
駅
伝
。
地
元
中
央
学
院
プ
の
総
合
２
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
な
ど

大
学
が
４
年
ぶ
り
４
度
目
の
本
戦
出
（
写
真
下
）
、
チ
ー
ム
上
位
、
人
が

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
き
っ
ち
り
と
ま
と
ま
っ
て
走
り
、
総

◎
昨
年
の
屈
辱
果
た
す
合
５
位
で
４
年
ぶ
り
に
出
場
権
を
狸

、
月
四
日
、
立
川
市
の
国
営
昭
和
得
し
ま
し
た
。

…
こ

外国人・異文化とのふれあい目
標
は
本
戦
で
の
シ
ー
ド
権
獲
得

中
央
学
院
大
学
が
４
度
目
の
箱
根
駅
伝
出
場

第Ⅲ回

あびこ国際交綴きつり

「
の
び
の
び
国
際
交
流
」
を
テ
ー

マ
に
「
第
ｎ
回
あ
び
こ
国
際
交
流
ま

つ
且
を
開
催
し
ま
す
。

午
前
中
は
、
あ
び
こ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
プ
ラ
ザ
ー
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

か
み
や

で
、
神
谷
恵
子
フ
ラ
メ
ン
コ
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
舞
踊
や
中
央
学
院
大
学
吹

奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
。
市
民
プ
ラ
ザ

で
英
語
の
紙
芝
居
を
行
い
ま
す
。

れ
午
後
は
市
民
プ
ラ
ザ
で
、
琴
の
演

奏
、
外
国
語
講
座
生
に
よ
る
歌
の
発

こ
糞
》
申
、
っ

表
、
胡
弓
の
演
奏
、
フ
ラ
メ
ン
コ
舞

踊
、
楽
し
い
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行

◎
予
選
会
は
あ
く
ま
で
通
過
点

４
年
ぶ
り
に
本
戦
出
場
を
決
め
た

陸
上
競
技
部
。
本
戦
に
出
る
こ
と
が

目
標
だ
っ
た
４
年
前
と
は
違
い
、
今

回
の
目
標
は
本
戦
で
の
シ
ー
ド
権
漉

得
。

「
今
年
は
本
戦
で
戦
え
る
チ
ー
ム

作
り
を
し
て
き
た
。
予
選
会
は
あ
く

ま
で
通
過
点
、
本
戦
で
シ
ー
ド
権
を

と
る
こ
と
が
１
番
の
目
標
」
と
川
崎

勇
二
監
督
は
語
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
世
界

た
こ

の
お
も
ち
ゃ
の
展
示
や
折
紙
、
凧
、

コ
マ
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
終
日

開
催
し
ま
す
。

外
国
の
人
と
話
し
た
り
、
異
文
化

と
ふ
れ
あ
う
絶
好
の
機
会
で
す
。

日
時
皿
月
酔
旦
且
午
前
、
時
加

分
か
ら
午
後
４
時

場
所
あ
び
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
、
市
民
プ
ラ
ザ

入
場
料
無
料
（
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

と
一
部
の
コ
ー
ナ
ー
は
有
料
）

固
国
際
交
流
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

事
務
局
（
市
民
プ
ラ
ザ
内
）
壷
７
１

８
３
’
１
１
２
３
１

い
ま
す
。

』

シ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
の
最
高
峰
、

「
第
６
回
全
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権
大

会
」
が
８
月
如
日
か
ら
９
月
１
日
ま

で
兵
庫
県
で
開
催
き
れ
、
総
勢
１
３

ぜ
ん
じ

０
７
ペ
ア
が
参
加
し
、
柳
沢
善
次
さ

ん
ｓ
く
し
野
在
住
）
と
菊
地
広
太

郎
さ
ん
（
船
橋
市
在
住
）
の
ペ
ア
が

万
歳
以
上
の
ク
ラ
ス
で
、
２
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
（
写
真
右
が
柳
沢
さ

ん
）
。試

合
は
、
初
戦
は
シ
ー
ド
、
２
回

戦
、
準
決
勝
、
決
勝
と
順
調
に
勝
ち

進
み
ま
し
た
が
、
「
準
決
勝
が
一
番

苦
し
か
っ
た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

ど
う
に
か
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
」
と

今
年
万
歳
に
な
っ
た
柳
沢
さ
ん
は
試

合
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

「
第
露
回
千
葉
県
青
少
年
補
導
員

大
会
」
が
、
ｍ
月
奉
日
市
民
会
館
で

開
催
き
れ
、
県
内
か
ら
約
８
０
０
人

の
補
導
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

大
会
は
、
県
青
少
年
対
策
本
部
長

（
大
槻
幸
一
郎
・
副
知
事
）
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
補
導
員
と
し
て
永
年

活
躍
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
が
授
与

き
よ
か
ず

き
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
樋
口
清
和

ざ
ん
（
我
孫
子
市
指
導
員
）
が
「
子

ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
こ
れ
ま
で
の
体

験
談
を
語
り
ま
し
た
。

た
か
こ

ま
た
、
小
西
聖
子
さ
ん
（
つ
く
し

野
在
住
・
大
学
教
授
）
が
「
な
ぜ
子

ど
も
た
ち
は
非
行
に
走
る
の
か
」
と

い
う
演
題
で
講
演
を
行
い
、
被
害
者
ま
し
た
（
写
墓
。

柳
沢
善
次
さ
ん
「
全
日
本
シ
｜
ラ
選
手
権
大
会
」
２
連
覇

ア
ジ
ア
大
会
で
も
聯
ツ
プ
を
目
指
す

非
行
問
題
を
中
心
に
体
験
談
や
講
演

県
胄
少
年
補
導
員
大
会
が
市
民
会
館
で
開
催

あ
び

↓
』

あ
れ同

ペ
ア
は
、
ｎ
月
喧
日
か
ら
兵
庫

県
宝
塚
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
第

巧
回
ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
」
に
日
本
代
表
選
手
と

し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。

が
受
け
る
ト
ラ
ウ
マ
（
心
的
外
傷
）

の
深
刻
ざ
、
家
庭
教
育
の
大
切
ざ
な

ど
、
現
在
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
非

行
問
題
を
中
心
に
有
意
義
な
話
を
し

a

↓
』 雰

杢

れ

!~

照

一Fで＝

文芸だより

箪
一
」ぴあ 俳句短歌 文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可）市役所広報室山本寛太選 竹 内 旦 選

沼
の
ほ
と
り
住
み
つ
き
て
は
や
五
十
年
澱
推
断
の
孫
ぞ
一
姫

二
太
郎
山
口
伊
佐
夫

や
ほ
だ
か
だ
け
き
や
協
う

病
む
友
と
約
し
て
登
る
穂
高
岳
快
気
を
祝
ふ
錦
秋
の
谷

渡
辺
正
夫

こ
し
た
く
に
こ
か
ひ

香
取
神
宮
の
参
道
行
け
ば
ほ
の
暗
き
木
下
に
邦
子
の
歌
碑
ひ

そ
と
立
つ
奥
理
吏
江

わ
が
顔
を
見
れ
ば
小
き
き
目
を
細
め
孫
は
喜
ぶ
手
足
っ
ご
か

し

下
田
文
子

＃

暇
な
れ
ば
畑
の
手
伝
ひ
せ
よ
と
言
ふ
母
の
言
葉
に
鍬
を
持
ち

た
り

下
田
蝶
樹

家
ご
と
の
庭
に
咲
き
た
る
鐘
稚
騨
謝
ら
き
野
の
町
甘
き
香
に

力

満
つ
小
出
礼
子

あ
ず預

か
り
し
仔
犬
去
り
ゆ
き
わ
が
卿
の
瞬
き
獄
も
り
し
ば
し
忘

れ
ず
須
田
利
夫

鰐
の
黙
應
茎
を
害
山
雀
蚕
駕
臓
ゆ

小
林
光
江

と
よ

だ
し

豊
の
秋
若
者
の
山
車
朝
焼
け
て

き
ん
じ
ゅ
よ
わ
い

傘
寿
て
ふ
秋
風
に
乗
る
齢
か
な

で
ぶ
し
ょ
う

果
簿
き
め
こ
む
諺
癌
畷

ほ
い
さ
じ
ら
や
た
て
む
し

布
衣
の
身
の
墳
事
に
明
け
暮
れ
基
￥
虫

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
汚
名
返
上
秋
の
沼

あ
だ
た
ら

安
達
太
良
山
の
智
恵
子
の
空
の
澄
み
て
ゐ
し

し
ら
急
ぎ
せ
な
か
り
た
な
か

白
駕
の
背
に
夕
日
や
苅
田
中

ね
ご
こ
ち
よ
き
月
下
美
人
の
咲
く
夜
か
な

I

’

九
月
の
末
に
中
央
学
院
大
学
の
北

方
、
北
新
田
の
水
田
地
帯
を
訪
れ
る

と
、
田
鶴
で
カ
ャ
ッ
リ
琴
の
仲

間
の
ミ
ズ
ガ
ヤ
ッ
リ
が
穂
を
出
し
て

い
ま
し
た
．
耀
謹
の
毒
、
子

ど
も
が
こ
の
茎
を
引
き
裂
い
て
蚊
帳

吊
遊
び
を
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

ミ
ズ
ガ
ヤ
ッ
リ
は
湿
地
に
生
え
る

た
け

多
年
草
で
大
き
い
も
の
は
丈
が
一

I

ミズガヤツリ

(かやつりぐさ科）
渋
谷
多
佳
子

壁
谷
千
鶴
子

野
口
こ
う

高
橋
喬

今
井
出
至
大

小
林
光
江

川
上
進
也

新
堀
孝
女

・
夕

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
の
仲
間
の
枝
分
か

れ
し
た
花
穂
の
姿
は
、
ま
る
で
線
香

花
火
が
花
火
を
散
ら
し
て
い
る
よ
う

で
、
趣
が
あ
り
ま
す
。か

た
ま
り

花
穂
に
は
褐
色
の
塊
が
た
く
ざ
ん

り
ん
ぺ
ん

見
え
ま
す
。
こ
れ
は
鱗
片
に
包
ま
れ

た
花
が
集
ま
っ
た
も
の
で
す
。

花
盛
り
に
は
、
鱗
片
の
間
か
ら
、
｜

白
い
毛
の
よ
う
な
形
の
峰
し
べ
甦
癖
？

緊
飛
藍
し
童
え
ま
す
。

ま
た
、
花
穂
の
軸
が
幾
つ
も
集
ま

っ
て
出
て
い
る
所
か
ら
は
、
葉
の
よ

ほ
う

う
な
形
を
し
た
苞
が
三
～
四
枚
、
長

く
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
葉
が
変

化
し
た
も
の
で
す
。

「
蚊
帳
吊
草
つ
り
て
幼
き
日
を

戻
す
」
島
田
千
鶴

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

無
料
で

＊
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
〈
吉

田
壷
７
１
８
２
１
９
０

刎
訟
甸
○
〉

申
し
込
み
連
絡
先
に

直
接
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。コ

ー
ナ
ｉ
利
用
上
の
注

意
衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

画
ふ
れ
あ
い
工
房
壷

７
１
８
６
１
５
５
０
０

ﾛコ
ロロ不用
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